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浄
土
真
宗
本
願
寺
派

西
蓮
寺

寺
報

第
四
十
号

平
成
二
十
六
年

一
月
一
日
（
祝
）

今
月
の
言
葉

み
ほ
と
け
の

光
あ
ふ
れ
て

い
の
ち
ま
い
に
ち

新
し
い

昨
年
、
十
二
月
四
日
、
享
年
八
十
六
歳
で
往
生
し
た
第
三
世
住
職

『
蓮

厳

院

釋

昭

道
』
艸
香
昭
道
の
本
葬
儀
が
十
二
月
二
十
四
日
執
り

れ
ん
ご
ん
い
ん
し
や
く
し
よ
う
ど
う

行
わ
れ
ま
し
た
。

お
寒
い
中
を
多
く
の
方
々
に
お
参
り
い
た
だ
き
、
ご
香
資
、
ご
焼
香
た

ま
わ
り
ま
し
た
こ
と
、
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

昭
和
十
三
年
、
父
昭
道
は
九
歳
で
第
二
世
住
職
秀
道
を
亡
く
し
、
寺
を

つ
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
、
お
経
を
教
え
て
下
さ
っ
た
の
が
総

代
の
掃
部
伊
作
様
で
し
た
。

か
も

ん
い
さ
く

父
は
、
自
分
の
苦
労
話
を
し
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
十
歳
の
子
供
が
葬
儀
を
勤
め
る
の
は
、
大
変
な
こ
と
だ
っ
た

で
し
ょ
う
。
葬
儀
に
行
く
の
を
た
め
ら
う
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

「
葬
儀
に
な
る
と
、
お
経
を
称
え
る
お
父
さ
ん
の
姿
を
見
て
、
参
列

者
が
涙
を
流
し
て
い
ま
し
た
よ
。
」
と
の
お
話
も
よ
く
ご
門
徒
か
ら
伺

い
ま
し
た
。
た
ど
た
ど
し
い
お
経
を
称
え
る
父
を
ご
門
徒
皆
様
方
が
、

本
当
に
暖
か
く
迎
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

ご
本
山
よ
り
院
号
『
蓮
厳
院
』
を
戴
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
当
山
の

れ
ん
ご
ん
い
ん

お

荘

厳
、
仏
具
、
仏
華
等
を
整
え
た
こ
と
に
よ
る
、
お
ほ
め
と
受
け

し
よ
う
ご
ん

止
め
て
お
り
ま
す
。

私
の
目
に
残
る
父
の
姿
は
、
本
堂
の
お
花
を
生
け
て
い
る
姿
で
す
。

常
に
、
ご
本
尊
に
お
供
え
す
る
お
花
に
気
を
配
っ
て
お
り
ま
し
た
。

「
信
（
信
心
）
は
、
荘
厳
か
ら
」
と
い
う
言
葉
を
、
実
践
し
て
い
た

と
思
い
ま
す
。

西
蓮
寺
の
荘
厳
を
整
え
た
い
と
い
う
、
父
の
願
い
を
受
け
止
め
て
下

さ
っ
た
の
は
、
ご
門
徒
皆
様
で
あ
り
ま
す
。
毎
年
の
護
持
会
費
、
そ
の

時
々
の
寄
付
等
、
大
変
、
ご
負
担
を
お
か
け
致
し
ま
し
た
。
本
当
に
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
私
も
父
の
願
い
を
受
け
止
め
、
お
念
仏
繁
昌
に
尽
力
し
て
参
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
父
同
様
、
ご
指
導
、
ご
協
力
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
、
御
礼
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

西
蓮
寺

第
四
世

住
職

艸
香
雄
道

す
る
と
祖
母
が
「
昭
道
、
頼
む
か
ら
行
っ
て
お

く
れ
」
と
、
説
得
し
た
そ
う
で
す
。
二
人
で
、

よ
く
泣
い
て
い
た
と
叔
母
が
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

得度後、初めての葬儀で（11）

（昭和 15年 福島賢一氏蔵）
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平成２６年（２０１４年） 西蓮寺年間行事日程

日 時 行 事

１日（祝）１０：００ 元旦会
１ ４・５日（土・日） 御年始まわり
月 １１日（土） ９：００ 子どもの集い（お正月あそび）
２２日（水）１３：３０ ほのぼの法話会 講師 高林寺 菅原智之師
２６日（日）１５：００ 『はじめて学ぶ親鸞聖人』 講師 住職

１８：００ 西蓮寺新年会

１１日（祝）１４：００ 子供のつどい（涅槃会）
２ ２２日（土）１３：３０ ほのぼの法話会 講師 住職
月 ２２～２３日（土・日） 仏教壮年会結成記念日研修会（鬼怒川）
２３日（日）１５：００ 『はじめて学ぶ親鸞聖人』 講師 住職

１５日（土） ９：００ 子供のつどい
３ ２２日（土）１３：３０ 彼岸会法要 講師 西法寺 西村信也師
月 ２３日（日）１５：００ 『はじめて学ぶ親鸞聖人』 講師 住職

２７～２９日（木～土） 第３回西蓮寺念仏奉仕団（京都西本願寺）

１日（火）１３：３０ お経会 講師 住職
４ 上 旬 太子講春季法要
月 １２日（土） ９：００ 子供のつどい（花祭り）
２２日（火）１３：３０ ほのぼの法話会 講師 誓顕寺 岩田光哲師
２７日（日）１５：００ 『はじめて学ぶ親鸞聖人』 講師 住職

１日（木）１３：３０ お経会 講師 住職
５ １０日（土） ９：００ 子供のつどい

月 ２２日（木）１３：００ 永代経法要 講師 万栄寺 丸山文雄師
仏教壮年会総会

２５日（日）１５：００ 『はじめて学ぶ親鸞聖人』 講師 住職

１日（日）１３：３０ お経会 講師 住職
６ １４日（土） ９：００ 子供のつどい
月 ２２日（日）１３：３０ ほのぼの法話会 講師 住職
２９日（日）１５：００ 『はじめて学ぶ親鸞聖人』 講師 住職

１日（火）１３：３０ お経会 講師 住職
１２日（土） ９：００ 子供のつどい
７ １２～１６日（土～水） 東京、埼玉、神奈川、千葉お盆参り
月 ２２日（火）１３：３０ ほのぼの法話会 講師 蓮照寺 松岡満優師

下 旬 サマーフェスタ IN西蓮寺
（お休み） 『はじめて学ぶ親鸞聖人』

＊仏教壮年会、仏教婦人会の予定は、西蓮寺だよりにてお知らせします。
＊１月から３月まで、お経会はお休みします。
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１日（金）１３：３０ お経会 講師 住職

８ 上旬 子供のつどい（オテランド）

月 １３～１６日（水～土） 盂蘭盆会

２２日（金）１３：３０ ほのぼの法話会（ビデオ法話）

３１日（日）１５：００ 『はじめて学ぶ親鸞聖人』 講師 住職

１日（月）１３：３０ お経会 講師 住職

９ １３日（土） ９：００ 子供のつどい

月 ２２日（月）１３：３０ 彼岸会法要 講師 正善寺 熊原博文師

２８日（日）１５：００ 『はじめて学ぶ親鸞聖人』 講師 住職

１日（水）１３：３０ お経会 講師 住職

10 １１日（土） ９：００ 子供のつどい
月 ２２日（水）１３：３０ ほのぼの法話会 講師 住職
２６日（日）１５：００ 『はじめて学ぶ親鸞聖人』 講師 住職

下 旬 太子講秋季祭典

１日（土）１３：３０ お経会 講師 住職

８日（土） ９：００ 子供のつどい

11 ２３日（日）１５：００ 『はじめて学ぶ親鸞聖人』 講師 住職

月 お休み ほのぼの法話会

２７～２８日（木・金） 報恩講法要 講師 専教寺 白川晴顕師

１日（月）１３：３０ お経会 講師 住職

１３日（土） ９：００ 子供のつどい（成道会）

12 ２２日（月）１３：３０ ほのぼの法話会 講師 住職

月 １８：００ 忘年会（親和会、仏壮、仏婦）
２７日（土）１５：００ 『はじめて学ぶ親鸞聖人』 講師 住職

３１日（水）２３：３０ 除夜会

＊日程は変更になることもありますので、

毎月の「西蓮寺だより」でご確認下さい。

平成２６年 年回表
回 忌 亡くなった年
１周忌 平成２５年（20１３年）
３回忌 平成２４年（20１２年）
７回忌 平成２０年（200８年）
１３回忌 平成１４年（20０２年）
１７回忌 平成１０年（199８年）
２３回忌 平成 ４年（19９２年）
２７回忌 昭和６３年（198８年）
３３回忌 昭和５７年（19８２年）
５０回忌 昭和４０年（19６５年）

親和会、太子講、

仏壮、仏婦の皆様へ

新年会のご案内

日時 １月２６日（日）

午後６時

会費 ３０００円

出欠 １月２２日までに、
出欠を電話にてご
連絡下さい。



弔

辞

当
山

西
蓮
寺
の
門
信
徒
を
代
表
し
謹
ん
で
弔
辞
を
捧
げ
ま
す
。
前
住
職
様
は
昭
和
二

十
年
三
月
地
元
の
県
立
藤
岡
高
等
学
校
を
卒
業
さ
れ
て
お
り
、
私
の
母
校
の
大
先
輩
で
も

あ
り
ま
す
。

高
校
時
代
は
、
野
球
の
投
手
と
し
て
ご
活
躍
し
、
卒
業
後
は
市
内
の
壮
年
野
球
、
還
暦

野
球
、
熟
年
野
球
に
熱
心
な
指
導
に
当
た
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
趣
味
の
「
ゴ
ル

フ
」
も
永
く
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
私
も
何
度
か
ご
一
緒
す
る
機
会
が
あ
り

理
論
的

に
進
め
る
「
プ
レ
イ
」
に
は
定
評
が
あ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
と
ご
指
導
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昭
和
六
十
年
八
月
に
日
航
機
墜
落
事
故
が
発
生
し
た
際
に
は
、
事
故
に
遭
わ
れ
た
方
に
、

浄
土
真
宗
の
門
徒
が
多
く
、
昼
夜
を
分
か
た
ず
臨
終
勤
行
を
奉
仕
さ
れ
ま
し
た
。

先
日
、
西
蓮
寺
を
訪
問
し
た
際
に
こ
と
で
す
が
、
前
住
職
様
が
、
本
願
寺
に
お
い
て
、

十
一
歳
で
得
度
し
、
初
め
て
葬
儀
を
勤
め
た
と
い
う
西
蓮
寺
本
堂
前
で
の
ご
遺
族
と
一
緒

に
撮
っ
た
写
真
を
拝
見
し
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
写
真
に
は
、
昭
和
十
五
年
五
月
と
あ

り
、
な
ん
と
十
一
歳
で
袈
裟
を
ま
と
っ
た
、「
り
り
し
い
」
お
姿
に
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
僧
籍
は
、
実
に
七
十
年
に
な
り
、
本
当
に
長
い
間
、
お
念
仏
繁
昌
の
た
め
、

ご
尽
力
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
私
も
お
念
仏
の
作
法
を
は
じ
め
、
浄
土
真
宗
の
基
礎
知
識
と
仏
教
壮
年
会
の

運
営
を
、
そ
の
他
多
大
な
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
十
一
年
に
は
、
第
四
世
雄
道
住
職
に
継
職
し
ま
し
た
が
、
雄
道
住
職
も
念
仏
繁
昌

に
尽
力
な
さ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
私
た
ち
門
信
徒
も
、
お
浄
土
に
還
ら
れ
た
前
住

職
様
を
偲
ん
で
お
念
仏
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
協
力
し
合
い
、
西
蓮
寺
の
護
持
発

展
の
た
め
に
努
力
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

前
住
職
様
長
い
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

西
蓮
寺
門
信
徒
代
表

高
橋
茂
夫

浄土真宗と喪中
先日、ご門徒から「今年は、元旦会はありますか？」とか、友人からも「今

年は、喪中だよね。いつまでなの。」といわれました。また、以前には「喪

中ですけど、結婚式に出ても良いのですか？」との問い合わせもありました。

結論からいいますと、浄土真宗には喪中はありません。「喪中」とは、神

道から来たしきたりで、死者は穢れているから穢れが身につかないように身
けが

を遠ざけたいとのことから行われるようになりました。

神道で葬儀をされる方もいらっしゃいますから、その方にとっては喪中が

あるわけですが、仏教で葬儀をし、亡き方が仏となられた我々には、喪中は

ありません。

しかし、それでは何をしても良いかということになりますが、しばらくは

亡くなられた方を偲び、仏法に遇わせていただく期間と考えたら良いと思い

ます。死んだらどうなるのか、仏になるとはどういうことなのか、残された

ものが真剣にそのことを受けとめることがなによりでしょう。

ただ、社会一般には、喪中にこだわる方もいらっしゃいます。相手がある

ことには、相手の気持ちを考慮することも必要かも知れません。




